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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
銀河のダークハローの問題は長く銀河ディスクとその周辺の観測情報と無衝突重力粒子系の力学モデル
の観点から議論されて,その出発点に大きな差があったが,最近のmicrolensing観測による情報はその
間に新たな関係をつける可能性をもっている｡
現在の銀河系の観測の範囲ではmicrolensingのopticaldepthの理論的な予測が一桁程度の不定性を持
つが,申請者は,このような大きい不走性が生じるのは,銀河中心から20kpc程度の距離までの回転曲
線と,太陽と銀河中心までの距離とが,よい精度で測定されていないことが主な原因であると分析してい
る｡銀河系の外側の回転曲線の観測では,近年新しい方法による,従来よりも精度のよい測定が行われ始
めており,申請者の指摘は銀河系の大域的構造の決定に対し,microlensingという観点から目標を設定し
ていることは評価できる｡ また,太陽と銀河中心の距離についても,VERA計画等の,高精度の銀河系
観測計画に対 し,microlensingの側から動機を与えている｡ 申請者はさらに,観測的に得られたmic-
rolensingのopticaldepthから,銀河内のMACHOsの総質量の下限を求めているが,これは銀河形成論
に示唆を与えている｡ このようにmicrolensingという新しい観測と他の観測情報を関連付けて分析して
る点は評価される｡
申請論文の後半では銀河ダークハロー間の相互作用を二つの無衝突系系間の摂動論が展開されている｡
銀河間相互作用についてはこれまでもシミュレーションによる研究があるが,物理過程の詳細を調べる目
的で,解析的なアプローチで取り組んだのは,申請者が初めてである｡ また,従来の,一つの球対称無衝
突系に外場を加えた摂動論の処法を二つの無衝突系間の弱い相互作用に対して使えるように拡張している｡
申請者は,無衝突系の相互作用においては重力場の変動と粒子の運動の共鳴が,運動エネルギーの輸送に
おいて,主要な役割を果たすことを指摘している｡
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以上に述べたように申請論文で銀河のダークハローの研究に対する新しい考察を含んでおり,今後の諸
過程を含む総合的な銀河構造論,銀河形成論-の重要な寄与を含んでいると認められる｡
参考論文はいずれも銀河構造に関連したものであり,申請論文に関連するものである｡ よって,本論文
は博士の学位論文として価値あるものと認めるものである｡
なお,本論文および参考論文に報告されている研究業績を中心として,これに関連した研究分野につい
て試問した結果,合格と認めた｡
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